アーシャ＝アジアの農民と歩む会/アラハバード農業大学継続教育学部
短期滞在を希望される皆様へ
（申請前にお読みください）
· 継続教育学部での見学視察滞在受け入れは、アーシャ会員であることが条件です。会員でない方は滞在申込時に以下の口座へ会費、正会員5000円（総会議決権あり）もしくは賛助会員3000円（総会議決権なし）を納入のうえ、申請書をご提出ください。（間に合わない場合はインド現地にてお支払いください）
郵便振替口座　　口座番号　　００１６０－０－３１５１４７　
他行からの振込の場合0315147

支店名　〇一九　 加入者名　　アーシャ＝アジアの農民と歩む会
· 土曜は職員会議、日曜は事務所が閉まりますので、基本的に視察などの活動はご案内できません。短期で数日滞在の方は特にご留意ください。５月中旬より７月上旬、１２月中旬―１月上旬は日本人職員の帰国期間となりますので、受け入れは基本的にしておりません。２月は短期専門家の方々が訪問されるので受け入れを一時期制限させていただくことがあります。９月下旬から２月が気候的にはいちばんお勧めです。
· インドでの汽車の切符予約は非常に困難です。メジャーな列車は少なくとも１か月前には予約しないと空席待ちの状態になります。キャンセルも可能ですので予定がある程度たった時点で予約をしてください。（特に大人数の場合、席が離れてしまう場合があります。）またアラハバードから次の目的地への切符は必ず滞在前に手配の上お越しください。アラハバードでは外国人専用窓口がないため直前の切符予約は不可能です。鉄道のご予約はインターネットでできます。http://www.cleartrip.com/
デリーからアラハバードへの移動は毎日21:30出発のprayag raj exp(列車番号12418)が出発デリー、終着駅アラハバードなので初めての方でも安心してご利用できます。また寝台列車といっても車両によって等級が分かれており、２AC（セカンドエーシー） であれば、マナーの悪い人も少なく、周囲の人も英語を話せることが多いので安心です。
アーシャ＝アジアの農民と歩む会
サムヒギンボトム農工科学大学継続教育学部
短期研修・ボランティア受入要項（2016年４月１日現在）
継続教育学部（MSCNE）での見学研修やボランティアをご希望の方は下記をご参照ください。
研修費（研修、スタディーツアー、現地アレンジ代として/一人一日につき）
	
	滞在日数
	料金

	ボランティア
	4週間以上―6か月未満の滞在
	なし

	短期研修
	10日未満の滞在
	1,000ルピー

	
	10日以上―4週間未満の滞在
	600ルピー


宿泊費

	宿泊部屋のタイプ
	ベッド数
	料金

	MSCNEゲストルーム
（継続教育学部校舎内）

AC、給湯器完備
	シングル
ツイン

トリプル
	1部屋
1泊につき
	1,000ルピー
1,200ルピー

1,500ルピー

	MSCNEファミリーゲストルーム（継続教育学部校舎内）

AC、給湯器、洗濯、キッチン、ダイニング
	シングル

ツイン

トリプル
	1部屋

1泊につき
	1,800ルピー

2,200ルピー

2,500ルピー

	MSCNEゲストルーム
（継続教育学部校舎内）

ファン、給湯器完備
	シングル
	1部屋
1泊につき
	600ルピー

	MSCNE寮（継続教育学部校舎内）当学部学生ないしボランティアとの相部屋。AC/入浴用給湯器なし
	３人以上
	１人１泊につき
	3０0ルピー


· 原則として、当学部に宿泊される方は短期研修やボランティア、インターンが対象となっております。

· 滞在期間が１か月より短く、３人以下で滞在される場合は、いちばん上に記述されているMSCNEゲストルーム（１部屋１泊1,000～1,500ルピー、AC/給湯器完備付）に宿泊していただきます。MSCNE寮（一人１泊300ルピー、AC/入浴用給湯器なし）には、3人以上で滞在される場合のみご利用いただけます。なお、お一人でも、１か月以上の滞在を希望する場合（ボランティア扱い）は、MSCNE寮にも宿泊が可能となっています。

· 二番目に記述されているゲストルーム（1泊600ルピー）は、現在使用中につきご宿泊できませんのでご了承ください。また、当キャンパス内では、ゲストルーム１部屋（AC）、１部屋（ファン）、寮30名まで宿泊可能ですが、それ以上は個別に宿泊先を予約してください。

食費（特別メニューは別料金）
	食費
（短期ビジター・ツアー）
	１人１日につき
	330ルピー
内訳　朝食Rs110　/ 昼食Rs110 /夕食Rs110

	食費
（ボランティア）
	１人１日につき
	220ルピー
内訳　朝食Rs60/ 昼食Rs80 /夕食Rs80

	特別食（交流会、弁当など）
	１人１食につき
	+100ルピー

	お茶・スナック
	１人１食につき
	３０ルピー


車両賃借費
	ジープ（ドライバー同乗）
	１日につき
	1,500ルピー＋

1kmにつき8.5ルピー

	バス（ドライバー同乗）
	１日につき
	3,000ルピー＋

1kmにつき14ルピー

	駅までの送迎のみの場合(ジープ)
	一回につき
	400ルピー

	駅までの送迎のみの場合(バス)
	一回につき
	800ルピー

	空港までの送迎のみの場合(ジープ)
	一回につき
	1,000ルピー

	空港までの送迎のみの場合(バス)
	一回につき
	1,500ルピー


特に活動内容にご要望がある場合のみ請求。継続教育学部の通常の活動に随行する形であれば請求いたしません。

＜連絡先＞担当：　川口景子　　( 0532-2684306　　E-mail : keikokawaguchi@ashaasia.org
アーシャ＝アジアの農民と歩む会

サムヒギンボトム農工科学大学　継続教育学部　短期滞在申請書
　　　　　　　　　　
年　　　月　　　日　現在
	ふりがな
	

	代表者氏名
	

	年齢
	　　　
	性別
	男・女

	職業
	

	勤務先/学校
	

	現住所・

連絡先
	〒

☎　　　　　　　         E-mail: 

	緊急連絡先
	〒

☎　　　　　　　　　

	アラハバード到着日程
	        年　　月　　日　            （到着便名          ）
アラハバード駅到着予定時刻　

	アラハバード出発日程
	　　　　年　　月　  日　            （出発便名          ）
アラハバード駅出発予定時刻  
事前に必ず切符の手配をお願いいたします。アラハバードには外国人専用窓口がありません。

	訪問目的
	

	言語
	英語：よく理解できる　　少し理解できる　　ほとんど理解できない
ヒンディー語：よく理解できる　　少し理解できる　ほとんど理解できない

	代表者以外の参加者　

	氏名
	性別
	年齢
	職業
	備考学生の方は学部、専攻をご記入ください

	
	男・女
	　　才
	
	

	
	男・女
	　　才
	
	

	
	男・女
	　　才
	
	

	
	男・女
	　　才
	
	

	
	男・女
	　　才
	
	

	
	男・女
	　　才
	
	

	１０名以上の場合は別紙にリストを作成し送ってください。

	備考欄

	


志望動機書

あなたが今回ボランティアとして働くことを志望されるに至った動機などをお聞かせください。
	氏名：　　　　　　　　　記入年月日： 

	過去インドに来たことが：　（　）ない・（　）ある－何で：

	


アーシャ・MSCNEを知ったきっかけを○で囲んで下さい。
ホームページ・ブログ・知人（名前　　　　　　　）・その他（　　　　　　　　　　　）
滞在を前に…

継続教育学部での生活は、基本的にキャンパス内での寮生活となり、さまざまな文化的背景を持ったインド国内外からの研修生と寝食を共にする共同生活となります。毎日の仕事では多様な価値観を受け入れながらも、活動の礎をキリスト教の教えに置き、朝の集会で聖書を読むなどの活動に参加していただきます。

また、人材の不足、実践的な経験をしていただくという観点から、ボランティアの方々にも、それまでの経験を生かすことができるプロジェクトを現地スタッフとともに中心になって実施していただくため、個人的なリサーチを目的とする場合は事前にご相談いただくようお願いいたします。以上のことをご理解いただき、ご応募をしていただくようお願いいたします。
